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収 穫 を終 え た 晩 秋 、 里 山 の 鎮 守 の 森 の 氏 神 を神

楽 舞 台 に 迎 え 、五 穀豊穣 を 祈 り感謝 す る 秋 祭 り、

神 楽 社 中 の 人 々 が 踊 り舞 い 、 神 に な り鬼 と な る 、

極 彩色 の 里 神 楽 が 奉 納 され る 。 島 根 の 大 元 神 楽 、

石 見 神 楽 、出雲 神 楽 、 広 島 の 芸 北神 楽 、 岡 山の

備 中神 楽 な ど、岡 山 、広 島 か ら島 根 地 域 に か け

て の 中国 山地 の 町 や 村 々 に お い て 、 こ と の ほ か

盛 ん で あ る 。 そ の ル ー ツ は 能 狂 言 と 同 じ平 安 時

代 宮 中で 執 り行 は れ た 御 手 楽 と い わ れ 、能狂 言

は武 家 や 貴族 の 庇 護 を 受け 幽 に して 雅 な る世 界

を 、里 神 楽 は 神 に お 楽 し み い た だ き 、里 人 もそ

れ に あや か る 土俗 的 な信 仰 に 根 ざ した 神 事 で あ

る 。 里 人 の 老若 男女 の 感 性 を 引 き付 け る 大 衆芸

能 の ル ー ツ と も 言 われ て い る 。年 毎 に 執 り行 わ

れ る例 祭 や 、 伝 統 あ る 古式 に 則 っ た 式 年 祭 が 数

年 毎 に執 り行 わ れ 奉 納 され る 。

一方 、各 地 の 神

楽社 中が 参加 し催 され る 競 演神 楽大 会 な ど 、神

事 を 離 れ た観 光神 楽 が 盛 ん と な り静か な ブーム

を 呼 ん で い る。神 事 か ら芸 能 へ 、中で も人 気 の

高 い 芸 能 舞 （演劇 風 の 舞 ） に は、古事 記 や 日本

書 紀 の 神 話 を モ チ
ー

フ と し た 演 目が 多 い 。里 神

楽 の 芸能 舞 に 登 場す る神 々 の
“
仮 面 と装 束

”

の

色 と形 に 焦 点 を 当て て み た い
。

1 ．里 神 楽 の 祭 祀儀 礼

　 里 神 楽 は 神 楽 舞 台 を 清 め 、神 をお 迎 え し 、 神

座 に お 座 り い た だ き 、お 楽 しみ い た だ く神 事 （儀

式 ）舞 と 里 人 が 楽 しむ 芸能 舞 よ り構 成 され るが 、

出 雲 神 楽 、 大 元 神 楽 、石 見 神 楽 、芸北 神 楽 、備

中神 楽 、そ れ ぞ れ の 歴 史的 背 景 や 、 地 域 的特 性

を 異 に し 、 神 事 舞 や 芸 能舞 の 構 成 ・内 容 を 特 色

あ る もの と して い る 。

　 出 雲神 楽 ： 江 戸 時 代 初期 、 土俗 色 を排 し た 能

形 式 の 佐 陀神 社 奉 納 神 楽が 、 佐太 神能 と して 大

成 さ れ た 。 出 雲 神 楽 は こ の 流 れ を 引 き、海 潮神

楽 、大 土 地神 楽 は これ に属 す る 。 神事 舞 「七 座

の 神 事 」、
つ い で 芸 能 舞 の 神 能 が 舞 われ る 。

　 大 元 神 楽 ： 島 根 西 部 、 中 国 山 地 の 大 元 神 に 奉

納 され る 。 大 元 神 は 里 山の 鎮 守 の 森 に 鎮座 す る
“
野

”

の 神 で 、 土俗 的 な信仰 対象 の 神 で あ る 。

神 事舞 は 神 楽 の 前霞 、中段 、後段 に も舞 わ れ 、

そ の 間 芸能 舞が 舞わ れ る 。託 太 夫 が 神 懸 か り と

な り神 の 声 を発 す る 託 宣 の 古儀 が 継承 され 、神

の 存在 感 を 感 じ させ る 奉 納神 楽 で あ る 。

　石 見神 楽 ： 島 根 の 浜 田 地 方 を中 心 に 島 根 西 部

の 沿海 部 に 広 が る 、 大 元 神 楽 の 流 れ を 引 く里 神

楽 。 沿海 部の 人 々 の 神 へ の 存在 感 の 意識 の 変 化

か 、 神 事 舞は 簡略 化 され 、神 が か り託 宣 神 事 は

行 われ な い
。 お 腱 子 は 大元 神 楽 が 六 調 子 に 対 し

テ ン ポ の 速い 八 調 子 で 、激 し い 舞 と豪 華 な衣 装

は シ ョ ウ化 の 先 端 を走 る芸 能 舞 と 云 わ れ る。

　芸 北 神 楽 ； 広 島 県 西 部 の 中国 山 地 の 地 方 で さ

か ん な 里 神 楽 。 島 根 の 石 見地 方 と人 的、地 理 的

に 近 く 、 神 事 舞 、芸 能 舞 と も石 見神 楽 の 強 い 影

響 を受 けて い る 。

　備 中神 楽 ： 岡 山 、 備 中地 方 の 荒 神 社 に 奉 納 さ

れ る 、素 朴 で 、土臭 さ を感 じ させ る 里 神 楽 で あ

る 。 神 事 舞 「七 座 の 神 事 亅、
つ い で 芸 能 舞 の 神 代

神 楽 が 舞 われ 、最 後 に 神懸 り の 託 宣神 事 が 行 わ

れ る 。

2 ．里 神 楽の 芸 能舞 に 登 場 す る神 々

　 里 神 楽 の 芸 能 舞 に は 記 紀神 話 をモ チ ー フ と

した 、天 の 岩 屋 戸 の
“
岩 戸 （天 照 大神 、天 宇 受

売命 、天 児屋 命 、布 刀 玉 命 、 手 力 男 神 ）
”

、須 佐

之 男 命 の 大 蛇退 治 の
“

大 蛇 （須佐 之 男 命 、 足 名

椎 、 手 名 椎、櫛 名 田比 売 、大蛇 ）
”
、 葦 原 中国 平

定の
“

国譲 （建御 雷神 、事 代 主神 、建御 名 方 神 、

大 國 主神 ）
”

、小 碓 命 の 東 伐 の
“

口 本武 （倭 建命 、

倭 比 売 、 東夷 ）
”

、

“

八 十神
”
、
“
杵

”
、
“
八 衢

”

、

“

熊

襲
”

、

“
三 韓

”

な ど が あ げ られ る 。

一
方 、 記 紀神

話 以 外 の 神 話 を モ チ
ーフ と した 演 目 も多い 。

“

塵

輪 （足 中津 日子命 、塵 輪 魔王 ）
”

、

“

弓 八 幡 （八 幡

麻 呂 、 第六天 悪 魔 王 ）
”
、

“

鐘 馗 （鐘馗 、 神 ）
”

な

ど で あ る 。 中 で も 人 気 の 高 い 演 目、大 蛇 、岩 戸 、

日 本 武 、 弓 八 幡 の 神 々 の 仮 面 と装束 を取 り 上げ
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て 見 た い 。

3．里 神 楽の 仮面

　 究 極 の 着 面芸 能 、能舞 の 仮 面 は 様 式化 され 、

彩 色 も古 色 を重 ん じ る。里 神 楽 の 仮 面 は 、男神

面 、女神 面 、 鬼神 面 、 剽軽 面 、 大 蛇 面 、 その 他

に 大 別 され 、 そ の 面相 は 多種 多 様 、地域 に よ り、

時 代 に よ り異 な る 。 能面 や 、追 灘 面 の 影 響 を受

け た と考 え られ る 面 相 の 神 楽 面 も 多 い が 、そ の

造 形 、彩 色 に は 自由 な発 想が 感 じ られ 、 ロ ーカ

ル な神 楽 文 化 の 土 着 性 、大 元 信仰 や 荒 神 信 仰 の

ア ニ ミ ズ ム 的 信仰 が 、里 人 の 感 性 に マ ッ チ し た 、

神 々 の パ ー ソ ナ リテ ィ
ー に ふ さわ し い 、 多彩 な

造 形 と彩 色 に な っ て い る e 男神 面 の 面 相 は 、 天

つ 神 （体 制 派 、建 御 雷 神 ）、 天 つ 神 （体 制 内反抗

派 、 須 佐 之 男 命 ）、 国 つ 神 （体 制 派 に 順 応 し た神 、

大 国 主神 、事代 主 神 等 ）、 国 つ 神 （反 体制 派 の 神 、

建御名 方 神 、東 夷 等）等 に 類 型 化 分類 され る が 、

女神 （天 照 大神 、天 宇 受 売命 、 櫛 名 田 比 売 ） の

面 相 は 、能 形 式 の 流れ を 引 く出 雲 系神 楽 の 場合 、

能 面 の 造 形 、 彩色 に 近 い e 他 の 里 神 楽で は 有職

雛人 形 の 面 相 を 思 わ せ る もの も多 い 。隈 取 り の

彩 色 は 反 体 制 派の 男神 面 や 鬼神 面 に 見 られ る が、

京 劇 や 歌 舞伎 の 隈 取 りに 見 られ る よ うな 赤 は 正

義 とカ を 、 青は 邪 悪 、 白は 陰 険 で 狡 猾 、黒 は 勇

猛 とい っ た 彩 色 に 意 味 付 け され た決 ま り は な い 。
ロ ー

カ ル な 里 人 の 自由な発 想 が 横溢 した 仮 面 の

造 形 、彩 色 が 、 里 神 楽 の 面 白 さ を 十 二 分 に た ん

の う させ て くれ る。

4．里 神 楽 の 装束

　芸 能 舞 に 着 用 す る 装 束 の 種 類 、 そ の 文様 ・色

調 は 、仮 面 と同 様 、 神 々 の パ ー
ソナ リテ ィ

ー
を

表 す 重 要 な要 素 と考 え られ る が、能装 束や 歌舞

伎 衣装 の 影 響 を 受 け た と 思 わ れ る もの が 多 い 。

出 雲神 楽 、大 元 神 楽 の 神 々 の 装 束 は 能装 束 の 流

れ を 引 き 、 金 糸 、銀 糸 を 織 り込み 、紺 、紫 、朱 、

黄 地 の 総 金 欄 模様 の つ や や か な 色 調 に 彩 ら れ た

装束が 多 い が 、体 制 派 の 神 々 の 地 色 は 紺 や 紫 、

反 体 制 派 の 神 々 の 地 色 は 朱 や 黄 の 原 色調 で あ る 。

一方 、石 見 神 楽 、芸 北神 楽 で は 歌 舞伎 衣 裳 の 影

響 を受 け た と思わ れ る装束 の 演 目が 多い 。 黒 の

緞子 に 金 糸 銀 糸 の 龍 、鷹 、獅 子 の 文様 が 浮 彫 の

如 く刺 繍が 施 され もの で 、塵 輪 、鍾 馗 な ど の 演

目 は 豪華絢 爛 、 華麗な舞 台装 束 を 身 に 着 け 激 し

い 舞 を 繰 り広 げ る 。 女神 の 装 束 は、 白ま た は 朱

衣 に朱 色袴 の 巫 女装 束が 多 い 。

5．ま と め

　夜 を徹 し て 踊 り舞 い 、神 とな り鬼 とな る 神 楽

太 夫 、仮 面 と装 束 を彩 る 神 々 の パ ー ソ ナ ル カ ラ

ーが 里 人 の 感 性 を 引 き付 け る 。発表 に あ た り事

例 の 多 く を 紹 介 した い
。

高千 穂神 楽

　石 見神 楽 　 　 　　 　　 備 中神 楽

図 1． 八 岐 大 蛇退 治 の 須 佐 之 男命

　 なお 本 発 表 は 下 記 奉 納 神 楽 の 拝観 を も と に し、

ま と め た もの で あ る 。 祭礼 の 当 番役 、 神 楽社 中 、

氏 子 の 方 々 に 謝意 を表 した い 。

1．岡 山県 小 田 郡 美星 町 三 山下 田 、 三 宝荒神 社、平 成

　 13 年 12 月 1 日 夕 刻 〜翌 早 朝 、備 中 神 楽 ： 美 栄 社

2 ．岡 山 県 川 上 郡 成 羽 町 日 名 、御 前神 社 、平 成 13 年

　 ll 月 17 日 夕刻 〜 深 夜 、備 中 神 楽 ： 日名 神 楽 社 中

3．岡 山県真庭郡 落合町 余河 内 、余河 内 神 社 、平成 12

　 年 11 月 4 日 夕刻 〜深 夜 、備 中神 楽 ： 岡 山県 神 社 庁

　 神 楽 部

4．島 根 県 邑智 郡 桜 江 町 市 山、飯 尾 山 八 幡神 社 、平成

　 12 年 11 月 24 日 夕刻 〜 翌朝 、大 元 神 楽 ： 市 山 神

　 友 会 、神 職 会 、江 尾 大 元 神 楽 保 存 会 （特 別 奉 納 ）

　 高 千穂 神 楽 ： 高 千穂 夜神 楽保 存 会 （特別 奉 納 ）
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6．広 島県 高 田 郡 高宮 町 羽 佐 竹 、山 崎神 社 、平成 12

　 年 9 月 22 日 夕刻 〜深 夜 、芸 北 神 楽 ： 羽 佐 竹 神 楽

　 団

7，島 根 県 大 原 郡 大 東 町 、神 楽 の 宿 （夜 神 楽 大 会 ）、平

　 成 12 年 7 月 29 日 夕 刻 〜 深 夜 、出雲 神 楽 ： 薦 沢 神

　 楽 祉 中 、佐 世 神 楽社 中、海潮 中学神 楽部

8．島根 県 八 束 郡 鹿 島 町 佐 陀 、佐 太神 社、平 成 12 年 9

　月 24 日 夜 、25 日 夜 、佐 太神 能 ：佐 陀神 能 保 存 会 、

9．島根 県 簸 の 川 郡 大 社 町 杵 築 西 大 土 地 、大 土 地 荒 神

　社 、平成 13 年 10 月 25 日 夕刻〜翌 早朝 A 出 雲神

　 楽 ： 大土 地神 楽 保 存 会 、吉 田 村 深 野 神 楽保 存 会 （特

　別 奉納 ）

10．京 都 市西京 区 松 尾 、松尾 大社 （節分 祭奉納神 楽 ）、

　 平 成 13 年 2 月 3 日 昼 、石 見神 楽 ： 種神 楽保 存 会
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